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富山署

52

年
に
本
願
寺
五
代

門
主
綽
如
上
人
が

建
立
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
三

度
火
災
に
よ
り
焼

失
し
ま
し
た
が
、

信
仰
心
の
厚
い
門

徒
に
よ
り
再
建
さ
れ
今
日
に
至
り
ま
す
。
再
建

の
際
に
は
、
ケ
ヤ
キ
の
巨
木
が
使
わ
れ
る
な

ど
、
本
堂
脇
の
廊
下
に
は
そ
の
名
残
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
瑞
泉
寺
再
建
に
よ
り
発
展
し
た
「
井

波
彫
刻
」
は
、
欄
間
・
獅
子
頭
・
天
神
様
な
ど

の
伝
統
工
芸
品
を
生
み
出
し
、
彫
刻
産
業
全
国

最
大
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

◎
ア
ク
セ
ス

　

○�

Ｊ
Ｒ
西
日
本
城
端
線
福
光
駅
か
ら
車
で

十
五
分

　

○
北
陸
自
動
車
道
砺
波
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
十
五

　
　

分

■
本
物
の
和
紙
　
悠
久
紙

　

秘
境
の
奥
山
南
砺
市
の
「
五
箇
山
」
で
は
、

古
く
か
ら
手
漉
き
に
よ
る
和
紙
づ
く
り
が
盛
ん

に
行
わ
れ
、
今
日
ま
で
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て

き
て
い
ま
す
。

　

富
山
県
内
で
は
、
朝
日
町
、
富
山
市
八
尾
町

な
ど
で
も
和
紙
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
五
箇
山
で
は
、
楮
一
〇
〇
㌫
で
漉
い

た
紙
は
千
年
の
耐
久
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
全

国
の
和
紙
の
中
で
も
最
も
優
れ
た
紙
と
し
て
、

京
都
・
桂
離
宮
の
大
修
理
に
も
用
い
ら
れ
て
い

　

平
成
二
十
七
年
に
北
陸
新
幹
線
が
開
通
し
、

北
陸
地
方
が
注
目
さ
れ
る
中
で
、
富
山
県
で
も

立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
や
黒
部
峡
谷
な
ど

の
観
光
地
が
以
前
に
も
増
し
て
賑
わ
い
を
み
せ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
今
回
は
、
富
山
県
の
南
西

部
に
位
置
す
る
南
砺
市
と
東
部
の
上
市
町
か
ら

歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
名
所
を
ご
案
内

し
ま
す
。

■
名
刹
　
瑞
泉
寺

　

彫
刻
の
町
、
南
砺
市
井
波
に
あ
る
井
波
別
院

瑞
泉
寺
は
、
今
か
ら
約
六
百
年
前
の
一
三
九
〇

ま
す
。

　

昔
と
同
じ
技
法
で
漉
か
れ
た
和
紙
だ
け
が
文

化
財
を
保
存
す
る
紙
と
し
て
認
め
ら
れ
、
特
徴

的
な
の
は
、
冬
の
楮
の
「
雪
さ
ら
し
」、
楮
の

葉
緑
素
を
自
然
の
力
で
漂
白
す
る
作
業
が
行
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昔
な
が
ら
の
作
り
方
で
漉
い
た
本
物
の
紙
に

は
、
時
代
を
越
え
て
も
変
わ
ら
な
い
、
美
し
さ

と
力
強
さ
が
あ
り
ま
す
。

◎
ア
ク
セ
ス

　

○�
東
海
北
陸
自
動
車
道
五
箇
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
車

で
二
十
五
分

■
大
岩
不
動
尊
　
磨
崖
仏

　

上
市
町
に
は
、
千
三
百
年
の
歴
史
を
有
す
る

大
岩
山
日
石
寺
が
あ
り
、
寺
の
境
内
に
は

七
二
五
年
に
行
基
が
彫
っ
た
と
伝
わ
る
国
の
重

要
文
化
財
の
「
大
岩
日
石
寺
磨
崖
仏
」
が
あ
り

ま
す
。

　

高
さ
は
三
㍍
を
超
え
、
顔
は
両
目
を
見
開

き
、
右
手
に
知
恵
を
表
す
剣
、
左
手
に
慈
悲
を

表
す
羂
索
と
摩
尼
宝
珠
を
持
っ
て
お
り
、
実
際

に
こ
の
石
像
を
目
に
す
る
と
、
そ
の
迫
力
に
圧

倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
六
本
滝
が
あ
り
、
煩
悩
を
払
う

た
め
の
滝
行
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
を
訪
れ

る
老
若
男
女
は
後
を
絶
た
ず
、
心
身
の
鍛
練
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

寺
の
門
前
で
は
、
名
物
の
山
菜
料
理
や
素
麺

を
出
す
店
が
軒
を
連
ね
て
お
り
、
お
参
り
で
見

え
た
人
々
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
ア
ク
セ
ス

　

○�

富
山
地
方
鉄
道
上
市
駅
か
ら
バ
ス
で

二
十
五
分

　

○�

北
陸
自
動
車
道
立
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
十
五

分

 瑞泉寺山門

雪さらしの様子

大岩山日石寺磨崖仏

井波彫刻


